
【日時】平成30年１０月３日（水）
【場所】北島中学校
【参加者】全教職員
【講師】鳴門教育大学

教職大学院
教授 久我直人 氏

『業務改善アドバイザーによる研修会』の実施
次世代の学校づくりにつながる業務改善の在り方

①しっかり しつける確かな「導き」
②じっくり 考えさせる 自学・自治
③たっぷり価値づける 勇気づける

学校＝「頑張り」と「優しさ」を引き出す
「Ｉ」を伸ばし、「Ｗｅ」の世界を広げる

自立・協働・創造を生み出す「効果ある指導」
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次世代の学校づくり

長時間労働改善のための教員の意識改革

人的
支援

部活動の負担軽減の具体策

ICT
活用

グローバル人材育成
『自律的な学び』⇒オーダーメイド型支援
『体験』⇒自然体験、社会体験、自治体験

多くの人手が必要

チ
ー
ム
学
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「効果のある指導の組織的展開（全教職員）」
小さなエネルギーで大きな成果を生み出す

「効果のある学校づくり」

①問題への対症療法的対応
（根源的原因は未解決）

②学校現場の多忙への拍車
●教師の多忙感、疲弊感⇒心の病
「学校教育全体の負の連鎖へ」
●問題の複雑化、高度化、深刻化の進行

日本の学校教育の構造的な課題
※学力低下、いじめ、不登校、学級崩壊等教育問題へ
の個別的対応

①教育行政 ②校長等管理職 ③教員

業務改善に求められる3つの次元での本気度

働き方改革における国の動き
■H29.8中教審特別部会より緊急提言
※意識改革・事務の効率化・チーム学校→負担軽減
■H29.12緊急対策 文部科学大臣決定
※教員の業務仕分けの枠組み
■H30.２「学校における働き方改革に関する緊急対策
の策定並びに学校における業務改善及び勤務時間
管理等に係る取組の徹底について」事務次官通知

※業務改善・勤務時間設定・意識改革

中学教員の仕事時間
※34カ国・地域が参加するＯＥＣＤ調査

参加国平均⇒３８．３時間 日本⇒５３．９時間

小さなエネルギーで大きな成果を生み出す 三者がいかに本気で取り組むかどうか



北島中学校のホームページ
新着情報欄⇒10月部活動実施計画

北島中学校 部活動についての共通理解事項
教員の働き方改革の方策の一つとして、教員の負担軽

減の観点から、部活動の活動日・活動時間等、運営方法の
見直しを行う。

部活動への取り組み

土日に活動する部活動の状況を表示する
ボードとなっています。

各月毎の体育館割を表示しています

職員室前方に設置された部活動の連絡黒板

①北島中学校部活動に係る活動方針
を掲載しています。

②「部活動のお知らせ」欄に各月毎
の活動実施計画を掲載しています。
（運動部・文化部等を含む）

北島中学校の部活動に係る活動方
針を閲覧できます。

各部の活動計画を閲覧できます

・学期中は週休２日(土日1日を含む)とする。
※長期休業日中の活動もこれに準ずる。

・平日２時間程度、休日３時間程度の活動時間で行う。
・朝練習は、放課後練習が十分確保できる場合は原則
行わない。
※朝練習を実施する場合は学校長に相談し許可を得る。

・完全下校時刻 4～10月 (19:00)  11～3月 (18:30)
・部活動顧問は活動方針を策定し、年間活動計画、月活
動計画、活動実績をHPに掲載する。

・保護者や地域のスポーツ団体等と連携しながら活動
する。

・教育上の意義や、生徒や教員の負担が過度にならない
よう考慮し、参加する大会等を精選する。また、参加
する大会等を決定した場合は、事前に学校長に報告し、
参加の許可を得る。

運動部活動指導員の活動

（女子卓球部:2年1３名 1年１２名 計２５名）
●基本的には平日（火）～（金）の週４日
※（月）はノー部活動デー

●週休日は、土日のうち1日
※大会等の日程により時間変更あり

●部活動担当者と月間活動計画を組み、常
に連携を取りながら活動している。

●担当顧問は、平日の校務に時間を費やす
ことが出来たり、出張時や土日の練習等
で大変助かっているとのこと。

【 運動部活動指導員の活動状況 】（１０月現在）


